
公認会計士試験・資格制度（案）

短答式試験

（専門知識、学習履歴の確認）

（社会人）

（公認会計士
として必要な
実務経験・事
業経験・社会
経験の蓄積）

「公認会計士」を会計・監査分
野の高度人材として位置づけ

監査法人等で監査業務

業務登録

企業等で勤務

経理・財務部門、監査・
内部統制部門 etc.

人材の流動化

資格登録

平成２２年５月１７日
新日本製鐵㈱ 執行役員

太田 克彦

受験生
＜検討課題＞

論文式試験

（専門知識に加え、論理的思考
力、論述力を評価）

（試験）
・短答式試験合格ｸﾚｼﾞｯﾄ期間
の延長（10年程度）

・試験内容の見直し（英語力
等）
・科目合格ｸﾚｼﾞｯﾄ期間の延長
（同上）

実務経験
（２年）

（実務経験）
・企業における対象業務拡大

公認会計士

実務補習
（監査業務のた
めの実務補習）

CPE（継続的専門研修）
（専門先端知識の修得、倫理観の維持 等）

（実務補習・CPE）
・日程・時間・方法の尤度拡大
（ＩＴﾂｰﾙの活用拡大、会計大
学院の活用等）
・業務内容に応じたCPE義務の

柔軟な設計

（学生）

就職機会

就職機会

就職機会
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